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W17b Solar-B衛星搭載可視光望遠鏡画像安定化装置のプロトモデル性能評価
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2005年打ち上げ予定の宇宙研の科学衛星「Solar-B」に搭載される可視光磁場望遠鏡の画像安定化装置は、米
国NASAが担当する、高速CCDカメラと画像相関処理により姿勢誤差を検出する装置と、その誤差信号により
駆動される可動鏡と制御部 (日本担当)からなるデジタル制御系である。(日本側装置は軌道上で制御系の伝達関数
を評価する自己診断機能も実装している。) 可視光望遠鏡は、画像安定化装置により衛星姿勢ジッターを抑圧し、
回折限界 (～0.2秒)での太陽表面の磁気活動観測の実現を目指している。2001年 7月～9月の PM電気試験によ
り基本性能を確認したのに引き続き (02年春季節年会W23C)、2002年 4月に国立天文台にて、プロトモデルに
よる性能評価試験を米国NASAと合同で実施した。光学定盤上に、太陽粒状斑像、可動鏡、高速CCDカメラを
配置した望遠鏡を模擬する光学系にて、光源位置に置かれた粒状斑像を駆動機構で揺らして姿勢誤差を生成し、
抑圧特性を評価する試験、自己診断機能を用いて伝達関数の評価試験、制御残差の評価試験、などを実施した。
試験の結果、二つの装置を連接したシステムは制御系として完璧に動作し、設計目標の抑圧特性 (1Hzで∼20dB、
設定制御帯域は 14Hz) と、∼ 0.002′′に達する制御精度を満たしていることを確認した。また、自己診断機能は正
しく動作し、軌道上での制御特性評価調整が可能であることも確認された。今後、2002年 7月に実施される衛星
の擾乱特性試験の結果と、今回得れらた画像安定化装置の性能を統合し、軌道上での画像安定度の評価と制御系
設計の最終検証がなされる。本講演では、PM性能評価の総括と、FM性能検証結果を報告する。


